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目 的 

大学生の修学状況はメンタルヘルスとの関連が深い。休退

学理由における精神障害とその疑いで, 最も多い診断は気分

障害である。休退学者の中には，大学への修学に関して，不

適応感を感じている学生も多い。修学不適応感とは, 修学に

集中できていない状態のことであり, 修学への不適応感のこ

とである（Tayama et al, 2015）。修学不適応感が持続する

ことで，気分障害を発症しているケースも少なくない。  

我々は，大学 1年生を対象とした調査において，修学不適

応感をもつ大学生が約 29％存在することを明らかにしてい

る。さらに，修学不適応感をもつ者は，修学不適応感を持た

ない者に比べ，心理的苦痛保有リスクが有意に高い（小川

ら，2015）。しかしながら，大学 1 年次の精神的健康状態が

その後どのように変化するのかについては詳細に検討されて

いない。1年次に心理的苦痛度が高い者は，3年後も心理的

苦痛度が高い可能性がある。また，1年次に修学不適応感を

持つ者は，その後の心理的苦痛得点は高い可能性がある。 

そこで, 本研究では，大学 1 年次の精神的健康がその後ど

のように変化するのかについて検討することを目的とする。

また 1 年次の修学不適応感とその後 3 年次の精神的健康の関

連についても検討する。 

方 法 

対象者：同一大学生コホートを対象とし，1 年次とその 2 年

後である 3 年次に質問紙調査を行った。1 年次と 3 年次の両

方のデータがある 1,328 名(20.7±0.9 歳，男性 739 名，女性

589 名)を分析対象者とした。 

研究デザイン：後ろ向きコホート研究 

調査票：1 年生および 3 年生の時の心理的苦痛（Kessler6, 

2002）を使用した。Kessler6（以下 K6 とする）のカットオ

フポイントは 13 点とした。1 年生の時の修学不適応感の有

無（Tayama, Nakaya, Hamaguchi, Sone, Fukudo, & Shirabe, 

2015）を使用した。 

分析：χ2検定および t 検定を行った。 

倫理的配慮：本研究は長崎大学大学院医歯薬学総合研究科の

倫理委員会の承認を得た（承認番号 No. 15013069）。 

結 果 

対応のある t検定を行った結果，全対象の 1年次の K6得

点に比べ，3年次の K6得点は高かった(t (1327) = 2.41, p < 

0.01)。1 年次に K6カットオフ得点以下であり 3年次に K6カ

ットオフ得点以上となった者は，1313名中 20名だった

(2%)。また，1年次に K6カットオフ得点以上であり 3年次

にも K6カットオフ得点以上となった者は 15名中 3名だった

（20％）。1年次に K6カットオフ得点以上であり 3年次に K6

カットオフ得点以上となった割合は，1年次に K6がカット

オフ得点以下の者に比べて，高かった(χ2 (1) = 29.75, p < 

0.001)。 
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図 1:3 年次の心理的苦痛（K6）得点の割合比較 

 

1年次に修学不適応感を持っていた者は，修学不適応感を

持っていなかった者に比べて，2年後の K6の得点が高かっ

た(t (1326) = 4.69, p < 0.0001)。1年次に修学不適応感を持っ

ていた者の内，1年次に K6カットオフ得点以下であり 3年

次に K6カットオフ得点以上となった者は 336名中 10名だっ

た(3%)。1年次に K6カットオフ得点以上であり 3年次にも

K6カットオフ得点以上となった者は 5名中 2名だった

（40％）。1年次に修学不適応感を持つ者の内，1年次に K6

カットオフ得点以上であり 3年次にも K6得点カットオフ得

点以上となる割合は，1年次に K6カットオフ得点以下であ

った者に比べて，高かった(χ2 (1) = 19.89, p < 0.001)。 

考 察 

本研究の結果から，1年次に心理的苦痛得点が高かった者

が 3年次に心理的苦痛得点が高くなる割合は，1年次に心理

的苦痛が低かった者に比べて高かった。大学 1年次の修学不

適応感を持つ者は，3年次の心理的苦痛得点が高いことが示

唆された。大学生活に不満を感じている者は，そうでない者

に比べ，精神身体的訴えが高い（武蔵・箭本・品田・河村，

2012）。1年次に不適応感を感じている大学生は，将来的に

精神的不調を感じやすく，長期的に不適応感が持続すること

で，心理的苦痛を高めている可能性が考えられる。 

 今後は詳細な統計解析が必要であると考えられる。また，

1年次の修学不適応感がその後の休学・退学に関連するかに

ついての検討も必要である。 
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